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九州におけるシジュウカラの３回繁殖の記録
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シジュウカラＲｍ４ｓ”､zzわγは,通常１繁殖期に１回または２回繁殖を行なうが，２回目の

営巣を行なうかどうかは多くの要因に影響される．たとえば，シジュウカラの営巣密度，雌

の齢，１回目の繁殖における初卵日や一腹卵数，２回目繁殖を行なう時期の食物量，生息環

境の条件などの要因が報告されている（Kluyverl951，浦本1966,由井1988,Linden

l988，Ｓｍｉｔｈｅｔａｊ,1989,Goslerl993，Ｓｎｏｗ1993,Seki＆Takanol998)．このため，

１回目の繁殖に成功したつがいのうち２回目の繁殖を行なうつがいの割合は０～93％と，地

域によっても年によっても異なっている．Ｓｎｏｗ(1993）によれば３回目の営巣を行なうこと

はまれで，ヨーロッパで数例が報告されているのみである．日本では著者の知る限り３回繁

殖の報告はない．３回の営巣がまれである理由としては，１つには２回の営巣を行なうより

もさらに長い繁殖期間が必要とされ，その間は繁殖に適した条件が維持されなければならな

いこと，そしてもう１つには捕食者の影響により２回の繁殖を成功するつがいの数が多くな

いことがあげられる．著者は熊本県で調査を行ない，シジュウカラの同一つがいによる３回

の営巣を確認したので報告する．

調査は熊本市郊外に位置する立田山(32.49'Ｎ，130°44'E，標高80～145ｍ)で行なった．調

査地には照葉樹林，針葉樹人工林，落葉広葉樹人工林などがモザイク状に分布しているが，

林齢30年以上のコジイQzS"卸”sfscz#５ゆ趣”の二次林が最も広い面積を占める.この調査地

ではシジュウカラ，ヤマガラＲ”γ力４ｓの２種のカラ類が巣箱を利用して繁殖する．調査区

25haには,1996年12月に100個のシジュウカラ用巣箱をほぼ均一な密度で架設した.1997年の

２～５月に繁殖個体を捕獲して個体識別用の色足環を装着し，それをもとに各個体の繁殖行

動の観察を行なった．また，雄の個体追跡を行ない，最大ソングエリアとしてなわばりを決

定した（１個体あたりのソングポストｊＶ≧32)．

標識個体のうち１羽の雌が1997年３月７日に巣箱Ａにおいて造巣しているのが確認され(図

１)，３月10日に１回目の産卵を開始した（表１)．この雌は１回目の繁殖でヒナを巣立たせ

ることに成功した後に，続いて巣箱Ｂで２回目の営巣,巣箱Cにおいて３回目の営巣を行なっ

た．２回目および３回目の営巣においてもヒナを巣立たせることに成功した(表１)．この雌

とつがいを形成していた雄は３回の営巣とも同一個体であることが色足環によって確認され

た．
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図１．３回の営巣で利用された巣箱の分布．

Fig.１．Ｍａｐｏｆｔｈｒｅｅｎｅｓｔｂｏｘｅｓｕｓｅｄｉｎｅａｃｈｂreedingattempt．

表１．営巣状況．初卵日，ふ化日，巣立ち日については３月１日を一とした値で示す．
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雄のなわばりとつがいの行動圏を図１に示した．１回目の営巣時期のなわばりは0.68ha，

２回目の営巣時期のなわばりは1.44haと，２回目の営巣時期の方が面種が拡大した．２回目

の営巣時期と３回目営巣時期とではなわばりは一致していた．

３回繁殖が観察された要因は，２回繁殖をするつがいの割合に関わる要因と同様に繁殖期

の延長として考察することができる．本調査地では２回目繁殖を行なうつがいの割合も高く，

1997年には89％（jV＝11,関1998)，1998年には80％（jV＝５，関未発表）のつがいが２回

目の繁殖を行なった．一方，本研究と同様に九州（佐賀県）の照葉樹林でシジュウカラの調

査を行なったEguchi（1980）は，２回目の繁殖はほとんど行なわず繁殖期が短いことを報告
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した．２つの地域を比較してみると，育雛期のシジュウカラの食物として重要なチョウ目幼

虫の発生パターンに違いがみられた（関1998)．佐賀県内の照葉樹林の例ではチョウ目幼虫

現存量が最大となる時期は５月下旬であり，今回の調査地にくらべて１か月ほど遅かった．

つまり，ヒナがふ化する５月上旬の現存量は５月下旬の半分以下であった．また，佐賀県の

例では６月以降は食物量が減少していたが，本調査地では６月下旬にもチョウ目幼虫現存量

の増加がみられ，増減はあるものの常に高い現存量が維持されていた．このことから，食物

となるチョウ目幼虫の発生時期が早く，発生量が繁殖期後期まで安定していたことが，繁殖

可能期間が長かった，つまりは３回の繁殖が可能であった要因の１つであると推測された．

また，シジュウカラの３回繁殖は本調査地においても２年間で１例のみしか観察されてい

ない．３回繁殖を制限する別の要因として捕食が考えられる．捕食により繁殖に失敗するつ

がいの割合は合計では48.7％であったが〆年や時期による変動が大きい．本調査区で２回続

けて繁殖に成功したつがいは全繁殖つがいの20％以下であった．このように捕食により繁殖

に失敗することがあるため，繁殖可能な期間が長くても３回続けて繁殖に成功することはま

れであると考えられた．

さらに，今回観察されたつがいは調査対象つがいのなかでもとりわけ早く産卵を開始した

つがいであり，調査地の平均初卵日とくらべて約25日早く産卵を開始した．このつがいが同

じ調査地内のほかのつがいよりも早く産卵を開始した要因については明らかにすることはで

きなかった．
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